
響
を
相
当
に
う
け
て
い
た
学
者
で
あ
ろ
う
。
ス
イ
ス
の
大
学
精
神
医

学
の
実
際
上
の
歴
史
は
グ
リ
ー
ジ
ソ
ガ
ー
に
よ
る
一
八
六
○
年
の
チ

ュ
ー
リ
ヒ
大
学
精
神
科
（
い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ク
ヘ
ル
ッ
リ
）
の
創
設
に
始

る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
後
も
か
た
く
な
な
器
質
論
だ
け
が
幅
を
き
か

す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
日
で
い
う
生
物
学
的
精
神
医
学
と

と
も
に
精
神
分
析
や
現
存
在
分
析
が
こ
の
国
に
共
存
し
て
い
る
の

も
、
ナ
チ
ス
時
代
に
多
数
の
亡
命
ユ
ダ
ヤ
人
を
受
け
い
れ
た
ス
イ
ス

の
い
わ
ゆ
る
「
ス
イ
ス
的
寛
容
さ
」
（
ヴ
ィ
ル
シ
ュ
）
に
起
因
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ケ
ル
ナ
ー
の
晩
年
に
至
っ
て
ド
イ
ツ
本
国

か
ら
追
放
さ
れ
た
ロ
マ
ン
主
義
的
精
神
医
学
が
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
と

い
う
「
ロ
マ
ン
派
的
天
才
」
を
通
じ
て
こ
の
国
に
流
れ
こ
承
、
ス
イ

ス
精
神
医
学
の
成
立
と
発
展
の
歴
史
に
一
つ
の
修
飾
を
与
え
て
い
る

と
考
え
る
の
は
筆
者
の
独
断
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ロ
ー
ル
シ
ャ

ッ
ハ
・
テ
ス
ト
は
当
時
の
「
非
ロ
マ
ン
主
義
的
」
ド
イ
ツ
精
神
医
学

界
か
ら
手
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
も
の
の
、
本
国
の
ス
イ
ス
で
は
決
し

て
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

生
れ
た
精
神
分
析
学
が
本
国
で
は
今
日
で
も
決
し
て
正
当
に
評
価
さ

れ
て
は
い
な
い
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
対
照
的
な
こ
と
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
（
富
士
市
・
大
富
士
病
院
）

明
治
初
期
に
新
潟
医
学
校
・
富
岡
製
糸
工
場
・
横
須
賀
造
船
所
の

お
雇
い
医
師
と
し
て
活
躍
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ァ
ン
・
ポ
ー
ル
・

イ
シ
ド
ル
・
ビ
ダ
ー
ル
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
が
不
明
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

ビ
ダ
ー
ル
は
一
八
三
○
年
二
月
二
十
一
日
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ド

（
ン
屋
号
）
県
の
サ
ル
・
シ
ュ
ー
ル
・
レ
ル
ス
（
普
胃
函
顕
員
巨
〕
。
『
唖
）
村

に
生
れ
、
一
八
四
八
年
リ
ー
ル
（
巨
庁
）
で
研
修
、
一
八
五
三
年
モ

ン
。
ヘ
リ
エ
（
胃
。
昌
胃
三
。
『
）
大
学
で
医
学
博
士
、
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス

軍
軍
医
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
や
ア
フ
リ
カ
の
ア
ル
ジ
エ
リ
で
勤
務
し
、

一
八
六
七
年
除
隊
し
て
い
る
。

そ
の
間
従
軍
の
功
に
よ
り
レ
ジ
ョ
ン
・
ド
ノ
ー
ル
勲
章
を
受
け
て

い
る
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
来
日
し
、
林
欽
次
の
経
営

す
る
迎
義
塾
（
東
京
）
の
教
師
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
五
月
十
五

ビ
ダ
ー
ル
（
吻
多
児
・
帝
目
闘
昌
国
‐

号
壗
の
ぐ
昼
匙
届
き
ｌ
勗
罵
）
の
生
涯
と

業
績

○
蒲
原
宏
・
清
水
陽
人
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日
、
新
潟
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
エ
ヴ
ラ
ー
ル
の
仲
介
で
新
潟

医
学
教
場
の
お
雇
い
医
学
教
師
と
し
て
招
か
れ
、
翌
七
年
五
月
ま
で

在
住
し
た
。

そ
の
間
の
記
録
を
「
江
戸
か
ら
新
潟
へ
の
旅
」
、
「
新
潟
か
ら
江
戸

へ
の
旅
」
の
一
三
五
頁
の
旅
行
記
と
し
て
残
し
て
い
る
。
医
学
教
育

は
基
礎
教
育
だ
け
で
終
っ
た
の
で
そ
の
後
の
影
響
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。

明
治
七
年
七
月
か
ら
群
馬
県
富
岡
製
糸
工
場
の
診
療
所
医
師
と
し

て
マ
イ
エ
の
後
任
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
二
月
二
十
五
日
か
ら
海
軍
省
横
須
賀
造

船
所
の
医
師
と
し
て
明
治
十
一
年
四
月
二
十
四
日
ま
で
在
任
し
て
い

た
が
、
何
れ
も
当
時
フ
ラ
ン
ス
人
技
術
者
が
多
数
技
術
指
導
の
た
め

滞
日
し
て
い
た
の
で
そ
の
健
康
管
理
の
業
務
を
担
当
し
て
い
た
。
そ

の
後
帰
国
し
、
サ
ル
・
シ
ュ
ー
ル
・
レ
ル
ス
で
開
業
し
て
い
た
が
、

の
ち
マ
ゼ
ー
ル
（
巨
画
Ｎ
母
。
”
）
に
う
つ
り
開
業
し
、
一
八
九
六
年
一
月

一
日
、
六
十
六
歳
で
病
没
し
て
い
る
。
夫
人
の
オ
ー
グ
ス
チ
ー
ヌ
・

ト
ル
ー
ソ
ー
（
曾
唱
一
昌
昌
の
弓
園
昌
扇
畠
匡
）
は
一
八
八
七
年
二
月
六
日
に

病
没
し
て
い
る
が
、
二
人
の
間
に
は
子
供
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の

生
涯
・
業
績
を
探
索
す
る
の
に
困
難
を
き
わ
め
た
。

墓
所
は
マ
ゼ
ー
ル
町
の
墓
地
に
立
派
な
も
の
が
あ
り
、
夫
妻
が
と

も
に
一
つ
の
墓
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
学
位
論
文
は
「
子
宮
脱
と
ポ

リ
ー
プ
の
対
症
的
お
よ
び
外
科
的
療
法
」
（
一
八
五
三
）
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
「
日
本
の
医
学
」
を
ユ
ニ
オ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
（
一

八
七
七
）
に
連
載
し
て
い
る
が
、
日
本
の
温
泉
に
つ
い
て
は
「
日
本
の

温
泉
」
（
一
八
七
六
）
、
「
横
浜
周
辺
の
温
泉
地
旅
行
記
」
（
一
八
七
九
）
、

「
浅
間
山
火
山
の
探
索
と
草
津
・
川
原
・
上
磯
部
温
泉
調
査
」
（
一
八

七
六
）
な
ど
を
学
術
専
門
誌
に
発
表
し
て
い
る
。

「
日
本
の
カ
マ
イ
タ
チ
の
迷
信
」
（
一
八
七
九
）
、
「
日
本
の
植
物
に
関

す
る
ノ
ー
ト
」
「
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
つ
い
て
」
「
竹
の
利
用
に
つ
い
て
」

な
ど
日
本
の
習
俗
・
植
物
・
食
品
・
動
物
な
ど
に
関
す
る
多
方
面
に

わ
た
る
調
査
報
告
が
、
Ｆ
⑦
冒
岸
冒
骨
吻
呼
尉
冒
８
“
国
営
名
。
い
Ｒ

ｚ
昌
目
の
扁
吻
目
。
巳
ｏ
い
の
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

現
在
ま
で
調
査
す
る
こ
と
の
で
き
た
発
表
論
文
は
十
七
篇
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

ビ
ダ
ー
ル
の
肖
像
は
鳩
ヶ
谷
市
実
正
寺
に
新
潟
医
学
教
場
時
代
の

集
合
写
真
一
枚
が
発
見
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
郷
里
で

も
存
在
し
な
い
。

新
潟
で
は
講
義
を
筆
記
し
た
ノ
ー
ト
一
冊
と
ビ
ダ
ー
ル
が
残
し
た
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名
刺
一
葉
が
残
さ
れ
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
同
僚
の
清
水
陽
人
氏
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス

で
の
実
地
調
査
、
リ
ヨ
ン
市
の
モ
ー
リ
ス
・
フ
ェ
ラ
ン
氏
ｅ
同
．
旨
閣
員
８

界
§
且
）
、
サ
ル
・
シ
ュ
ー
ル
・
レ
ル
ス
村
の
村
長
マ
リ
ウ
ス
・
グ

レ
ズ
氏
、
助
役
の
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
プ
ラ
ン
氏
、
そ
し
て
郷
土
史
家
の
ガ

ス
ト
ン
・
テ
ッ
シ
ィ
’
－
－
ル
（
○
四
“
８
昌
目
鵲
冒
目
）
氏
と
オ
ウ
グ
ス

ト
・
ア
ル
マ
ン
ゴ
ー
（
シ
侭
匡
吻
声
の
ど
目
目
唱
且
）
の
精
力
的
な
調
査
と

い
う
日
仏
協
同
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
ほ
ぼ
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
蒐
集
さ
れ
た
資
料
を
整
理
し
明
治
初
期
に
お
け
る
日
仏
医
学

関
係
の
史
実
に
よ
り
正
確
な
光
を
あ
て
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
一
端
を
報
告
す
る
。

（
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
）

「
医
心
方
』
巻
廿
二
は
産
科
篇
で
あ
り
、
特
に
妊
娠
各
月
に
針
灸

を
禁
ず
べ
き
経
豚
を
図
示
し
た
妊
婦
図
十
図
を
含
ん
で
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。
こ
の
た
め
か
零
本
も
含
め
て
現
存
す
る
写
本
の
数
は
、

『
医
心
方
』
三
十
巻
の
中
で
最
も
多
い
。
筆
者
は
こ
の
妊
婦
図
を
基

準
と
し
た
巻
廿
二
の
伝
写
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
、
頭
上
二
髭
の
図
を
持
つ
系
統

１
、
半
井
本

医
心
方
毎
巻
紙
墨
古
今
鑑
定
（
『
医
心
方
提
要
』
）

廿
二
、
此
一
巻
界
欄
ナ
シ
、
最
新
写
本
ナ
リ
、
此
本
婦
人
産
図
ノ

形
ヲ
以
テ
考
ル
ー
必
是
真
跡
本
ヨ
リ
写
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
、
錦
小

路
二
康
頼
真
跡
ト
称
ス
ル
廿
二
巻
一
巻
ア
リ
、
伝
写
ノ
本
宝
素
堂
二

蔵
セ
リ
、
コ
ノ
原
本
ハ
蓋
半
井
本
ノ
散
逸
セ
シ
モ
ノ
’
一
テ
同
本
ナ
ル

ヘ
シ
ト
想
ヘ
リ
…
…
。

『
医
心
方
』
の
伝
写
（
Ⅵ
）
巻
廿
二

に
つ
い
て

杉
立
義
一
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